
「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」

は1989年、国連総会において採択され、日本は1994

年に批准しました。「命が守られ成長できること」

「子どもにとって最もよいこと」「意見を表明し参加

できること」「差別のないこと」がこの条約の 4原則

です。さらに、この条約が定める権利には「生きる権

利」「育つ権利」「守られる権利」「参加する権利」

に大別され、全 40 条から成ります。

東京都は昨年 4 月、「誰一人取り残されることなく、

将来への希望をもって子どもを育てる環境」にするた

め「東京都こども基本条例」を施行しました。さらに

子ども目線での取組を進めるため、今年度「子供政

策連携室」を立ち上げました。

そして中野区では今年度「中野区子どもの権利に

関する条例」を制定し、全ての子どもが幸せに生き

ていけるよう子どもの権利を保障しています。

子どもはいじめや体罰、虐待、貧困さらにはヤング

ケアラー問題などから守られますので、子どもたちに

は信頼できる大人に相談する意識をさせることが大切

です。一方で「教員の 3 割が条約の内容を知らない」

とニュースで報じられました。刻々と変わる社会情勢

を学校をはじめ大人が知り、子どもを守ることが重要

だと考えます。

これを機に、改めてこれらの条約や条例を調べてみ

てはいかがでしょうか。

学校は「学校いじめ防止基本方針」を定め、未然

防止、早期発見、早期解決に向けて取り組んでいま

すし、道徳授業や各種研修会や会議を通して、様々

な課題に全力で対応しています。しかし、学校だけで

は限界があります。そこで、PTA や地域の各団体等

の絶大なご支援・ご協力を得て、学校・家庭・地域

が子どもを全力で守ってくれています。

=中野東中学校区地区懇談会=

中野区では各中学校区を単位として園・学校に加

えPTA及び次世代育成委員や町会等の関係者からな

る「地区懇談会」を設置し、子どもと家庭に関わる地

域の課題や地域活動の相互連携等に関することを協

議しています。

=町会・地区委員会=

中野東中学校区には 14 もの町会があり、毎月情報

交換等を通じ、子どもの健全育成を見守り、サポート

してくれています。

特に、先日全家庭に配布した「東部地区フードパン

トリー」は慈愛に満ちあふれた素晴らしい取組です。

助けを授ける側と、助けを求める側が趣旨を正しく理

解し、支え合う精神の輪が広がることを願います。

今月は「ふれあい月間」です。「自分さえ良けれ

ばいい」という狭い思いではなく、自分もそして周り

の人も幸せになれる目配り・気配り・心配りを広げ、

支え合いたいものです。メロスはあなたの横にいます。
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Always Stand By You!! ～いつも誰かが寄り添っている～ 校長 久保田 啓介

愛を感じる中野東中学校 今月の I "Invincible"形…無敵の・（精神などが）不屈の

語源：in=（否定） vince=征服する ible=できる → 「征服できないような」

今月はじめに行われた体育祭。実行委員を中心に大変すがすがしく「中野東中学校らしい」体育祭を生

徒一人ひとりが作り上げてくれました。開催の可否が問われた 4月から担当の先生と実行委員がコロナ禍

でもできる、さらには運動が得意・不得意にもかかわらず全員が本気で楽しめる体育祭を企画・実行して

くれました。改めて、子どもは希望を与えてくれる宝であることを実感しました。コロナに負けない、不

屈の精神力で挑んだことは大きな自信です。生徒たちの仲間や学級、学校を愛する心に感動しました。



実行委員長の山本くんと副実行委員長の市村さん２人の熱い宣誓から始まった今年度の

体育祭は、新しいクラス・新しい仲間と行う最初の行事、そして、東中の令和４年度のスタ

ートダッシュを飾るのにふさわしい、たくさんの笑顔とたくさんの感動にあふれた、ドラマ

チックな２日間となりました。

今年で３年目となる不動の人気種目「クイズ＆ウーバーイースト」は今年度から４人１チ

ームのレースになり、それに伴い借り物かごも「借り物神輿」にバージョンアップしました。

（この神輿も色塗りを実行委員が行うなど手作り感満載！）８の字跳びは、練習の成果がダイレクトに結果に

つながる種目です。本番では３年Ｂ組が連続３４９回跳び、東中レコードを更新し

ました。令和４年度オリジナル種目の「ひがブラ（大乱東～ひがっしゅブラザーズ

～）」は、２人１組のリレー形式で５種目にチャレンジし、ゴ

ールを目指します。本気でそりを引く姿、本気で背中を合わ

せボールを運ぶ姿は大爆笑の中にも思わず応援したくなる、

そんなシーンがたくさんありました。そして、今年度からクラス全員参加種目となった

「大縄跳び」。練習では「連続記録１回」から始まったクラスも…。掛け声を決めたり、

並ぶ順番を変えたり、自分たちの跳ぶ姿を iPad で撮影したりと工夫し、日に日に回数を伸ばしていく姿、日

に日に全員の気持ちが１つになっていく姿は圧巻でした。

そして、迎えた土曜日の色別・全校体育祭。全員リレーはどのクラスも最も力を入れて練習をした種目です。

昨年度までは学年体育祭の日に実施していましたが、同じ色の先輩・後輩からの「頑張れ！」という声の力で

練習以上の力を発揮できた人もいたと思います。３学年分のリレーを終え、会場の

温度がグッと上がったのは間違いありません。色別３種目も３年生を中心とした色

ごとの団結力を発揮した熱い戦いが繰り広げられました。放送席や来賓席にまで玉

が飛んでいくハプニングお邪魔玉入れ。体力と知力と運（！？）を総動員した色別

綱引き。東中生全員の声援を力に変え、走り抜いた色別対抗リレー。そこには、宣

誓にあるように「学校全体で協力する」メロスとセリヌンティウスのような燃える友情がありました。

こうして振り返ってみると、改めて「東中だから」できた、「東中ならでは」

の体育祭だったことがわかります。今年度の東中はまだまだ始まったばかり。

クラスとしても、学年としても、東中全体としてもドラマはまだまだ続きます。

校長先生の閉会式の言葉にあったように、この先も「Ｓｏ Ｂｒｉｇｈｔ」な

日々になるように、東中全体でさらに力を合わせて前へ進んでいきましょう。

東中のメロス達のさらなる活躍を期待しています。

【生徒の振り返りアンケートより】

・みんなで何かをするのは大変だけど、とても大切でかけがえのないものだと分かった。

・みんなでやると何でも楽しくなるということ。

・できなくても諦めず、支え合うことが大切だと分かった。

・本番頑張るだけでなく、それまでの日々が大切。 ・人の応援でどれだけ勇気をもらえるか。

・みんなで息を合わせれば、大きなことも成し遂げられるということ。

・勝つことが大事なんじゃなくて、仲間と共に努力できることが大切。

・協力と工夫と一体感を感じられるときの盛り上がりがすごく、見ている側もやっている側も楽しかった。

・体育祭を楽しむことができたのは、見えないところで準備してくれている人たちのおかげ。これからは見えないところで動いてくれている人に目を向けて感

謝しようと思った。

令和４年度 体育祭 学年別：６月２日（木） 全体：６月４日（土）

燃える友情 ～走れ東中のメロスたち～



６月１１日にセーフティ教室が行われました。生活委員の司会進行の

もと、生徒会役員より東中ＳＮＳルールの確認を行い、昨年度に続いて

下田太一さん（合同会社ロジカルキット）に情報モラルをテーマに講演

をしていただきました。お忙しい中、多くの保護者の方にもご参加いた

だきありがとうございました。「時間が足りないと思うくらい貴重なお

話でした。」「家族でよく話をしたいと思いました。」などの感想をいた

だきました。学校でも引き続き、インターネット、スマートフォン、タ

ブレット等のつきあい方について生徒たちとともに考えていきたいと

思っています。

本校の教育目標「知を磨き 徳を高め 体をつくる」に合わせ、知（学習指導）徳（道徳的な活動、学校生

活でのちょっといい話）体（体育的活動、部活動）に分けて毎月の学校生活の様子をお知らせしていきます。

知・徳・体のコーナー

今月の 知 「 技術・家庭科 家庭分野 」
家庭分野の授業では、学びを実生活で活用できる力の育成を目指

し、全学年でグループ活動を多く取り入れています。現在、1年生は食

生活の分野、2年生は消費生活と衣生活の分野、3年生は家族・家庭

生活の分野を学習しています。写真は 1年生の食生活の分野で食品

の旬や分類について学習をしている様子です。iPad も適宜活用をし

ながら考えを深め、それぞれの意見に耳を傾けています。

今月の 徳 「 Open Campus 」
６月１０日（金）に今年度の第１回オープンキャンパスが行われまし

た。地域の塔山小、谷戸小、白桜小、桃園第二小の６年生の児童が来校し、

５校時の授業を見学し、学校説明会に参加しました。中学生の学習を興味

深く見学したり、いっしょに問題の答えを考えたり、学校生活や部活動に

ついて話を聞いたり…と、わずかな時間でしたが、中学校生活を肌で感じ

ることができる時間となりました。

今月の 体 「 熱中症対策 」
気温や湿度の高いこの時期は、熱中症の危険性が高まる時期です。

学校では、こまめな水分補給や体育の授業時にマスクを外すよう声か

けをしています。また、熱中症予防には塩分補給もとても大切です。

給食をしっかり食べたり、運動量の多い日にはスポーツドリンクなど

から塩分補給を行い熱中症を予防できます。今年も暑さが厳しくなる

予報です。暑さに負けず夏を乗り越えましょう！

セーフティ教室 ６月１１日（土）



日 曜日 予定 日 曜日 予定

1 金 (3)修学旅行 ＡＬＴ 17 日

2 土 (3)修学旅行 18 月 海の日

3 日 東部地区防災訓練(AM) 19 火 ⑥美化活動 ⑤STAND BY導入授業

４ 月 （3)振替休業日 救急救命講習(2) 20 水 ④全校集会 生徒会活動報告

５ 火
救急救命講習(2)

21 木
夏季休業日始 夏季三者面談

夏季補充教室①

６ 水 22 金 夏季三者面談 夏季補充教室②

７ 木 23 土

８ 金 漢字検定 16:00～ 24 日

９ 土
土曜授業公開日３ (1)社明運動①②

(3)卒業生の話を聞く会 進路相談会（PM)

25 月 夏季三者面談 夏季補充教室③

26 火 夏季三者面談 夏季補充教室④

10 日 27 水 夏季三者面談 夏季補充教室⑤

11 月
全校朝礼４ 安全指導

Ⅱ期時間割開始

28 木 夏季水泳教室

29 金 夏季水泳教室

12 火 30 土

13 水 31 日

14 木 専門４

15 金 避難訓練４ 中央４

16 土

イーストルームより

７月行事予定

イーストルームは、通常学級に在籍していてコミュニケーションや学

習面で心配がある生徒を対象とし、抱えている困り感に対応し自分の

能力を発揮できるように支援をする場所です。イーストルームでは、

①望ましい生活習慣を形成する、②安定した気持ちで生活する、③自分の特徴・特性を理解し、周

囲の人と良好な人間関係を築く、④日常生活に必要な基本動作を身に付ける、⑤状況を把握し、

場に応じたコミュニケーションをとる、等を目標に活動しています。得意なことや、支援・配慮があ

ればできることを増やし、「わかった」「できた」という実感を得られる経験を大切にしています。目

標を達成することで、在籍する学級で活躍できる場面が増えることを期待して支援をしています。

イーストルームについて不明な点があれば、学級担任や特別支援教育コーディネーター、巡回指

導教員等に御質問ください。


